
　　　　　　　　　　　平成２３年度宮城県立がんセンター

                    第１回倫理審査委員会会議の記録の概要

１，開催日時：平成２３年５月１０日（火）午後４時～午後５時１５分

２，開催場所：宮城県立がんセンター第１会議室

３，委員の出席状況：下表のとおり

氏　　名 出欠

 委員長  がんセンター病院院長  西　條　　茂 出席

 副委員長 　 　〃　　　病院副院長  片  倉  隆  一 欠席

 委　員  宮城教育大学名誉教授  太  田  直  道 出席

 委　員  弁護士  皆　川　　潤 出席

 委　員  がんセンター病院副院長  小　池　加保児 出席

 委　員 　　 〃　　　病院事務局長  大　沼　繁　幸 出席

 委　員 　　 〃　　　病院医療局長  小野寺　博　義 欠席

 委　員 　 　〃　　　病院医療部長  角　川　陽一郎 出席

 委　員 　 　〃　　　病院医療部長  菅  原  　明 欠席

 委　員  　　〃　　　病院医療部長  佐　藤　郁　郎 欠席

 委　員 　   〃　　　病院看護部長  我  妻  代志子 出席

 委　員  　　〃　　　研究所がん薬物療法研究部長 　 島　　  礼 出席

　  　実施体制，実施方法について審議され承認された。

（２）受付番号２３－９について

　　　既存試料を所属機関以外の者に提供する場合等個人情報の取扱いについて審議され承認

　　　された。

５，研究課題・審査結果：下表のとおり(審査件数１０件）

受付番号
申 請 者
職・氏名

審査結果

医長

虻江　誠

医療部長

山田秀和

医療部長

山田秀和

医療部長

山田秀和

承　認

承　認

　プラチナ抵抗性再発・再燃 Mullerian carcinoma
（上皮性卵巣がん、原発性卵管がん、腹膜がん）にお
けるリポソーム化ドキソルビシン（PLD）50mg/m2に対
するPLD40mg/m2のランダム化第Ⅲ相比較試験

承　認

　再発危険因子を有する子宮頸部非扁平上皮癌Ⅰｂ－
Ⅱ期に対する術後補助療法としてのタキソン製剤 + カ
ルボプラチン併用療法の有効性及び安全性に関する検
討(第Ⅱ相試験）

承　認

　Ⅳｂ期および再発子宮頚部非扁平上皮癌に対する
Ｄｏｃｅｔａｘｅｌ + Ｃａｒｂｏｐｌａｔｉｎ併用療
法の有効性及び安全性に関する検討（第Ⅱ相試験）

職　　　　　　　名

２３－１

２３－２

２３－３

４,審議の概要

（１）受付番号２３－１について　

研　　究　　課　　題　　名

　癌性疼痛に対する超音波内視鏡ガイド下腹腔神経叢
ブロック

２３－４

1



医療部長

山田秀和

医療部長

山田秀和

医療部長

前門戸　任

承　認

　再発卵巣癌に対する塩酸イリノテカン（CPT-11)/リ
ポソ-ム化ドキソルビシン（PLD)併用療法 臨床第Ⅰ/Ⅱ
相試験

　生活習慣・肥満度・生育歴・生殖歴とがんの予後と
の関連

承　認

承　認

条件付承
認

承　認

承　認

がん先進治療開
発研究部長
田中伸幸

２３－９
がん薬物療法学
部主任研究員
田沼　延公

　子宮頸がんⅠｂ期・Ⅱａ期リンパ節転移症例を対象
とした塩酸イリノテカン（ＣＰＴ－１１）/ネダプラチ
ン（NDP）による術後補助化学療法に関する第Ⅱ相試験

２３－５

２３－１０
　EGFR遺伝子変異を有する未治療進行非小細胞肺癌に
対するゲフィチニブ単独療法とゲフィチニブ/プラチナ
併用療法交代療法との無作為化比較試験

　超免疫不全マウスを用いたヒト白血病発症モデル系
の構築（計画変更＝研究代表者の変更）

 神経膠腫におけるプロテインキナ－ゼ遺伝子の発現・
配列異常探索

２３－６

２３－７
がん疫学・予防研
究部上席主任研究
員
西野善一

２３－８

2


